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16.2 CD/DVD作成の設定

CD/DVDへの書き込みの条件や、自動書き込みの設定の登録ができます。

16.2.1 CD/DVD書き込みの設定を登録する

CD/DVDに書き込むときの、メディアの種類や書き込むビューワのタイプの設定を登録すること

ができます。

1 ツールバーの「CD作成」ボタンをクリックします。
「Media Creation Program」画面が開きます。

2 「設定」ボタンをクリックします。
「Media Creation Program メディア作成の設定」ダイアログボックスが開きます。

3 「設定の登録」タブを選択します。

4 「設定名」リストの下にある「新規」ボタンをクリックします。
「設定の追加」ダイアログボックスが開きます。

5 入力ボックスに、設定名を入力し、「追加」ボタンをクリックします。
「設定の追加」ダイアログボックスが閉じ、「設定名」リストに追加されます。

6 「設定名」リストで追加した設定名が選択されているのを確認し、以下の設定をします。
「作成枚数」入力ボックス
作成するCD/DVDの枚数を設定します。入力ボックスに直接数値を入力するか、スピン

ボタン（ ）を操作して値を変更します。

この名前は、「Media Creation 
Program」画面の「設定」ドロッ
プダウンリストボックスに表示
されます。わかりやすい名前を
付けることをお薦めします。

リストから設定名を選択して「削
除」ボタンをクリックすると、
選択した設定が削除されます。
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「メディアの種類」ラジオボタン
書き込むメディアの設定をします。

CD-Rに書き込む場合は、「CD-R」ラジオボタン、DVD-Rに書き込む場合は「DVD-R」

ラジオボタンを選択します。

「書き込むビューワのタイプ」ラジオボタン
メディアに書き込むビューワの設定をします。

通常版のビューワを書き込む場合は、「通常版」ラジオボタン、簡易版のビューワを書き
込む場合は「簡易版」ラジオボタンを選択します。

「画像データ・ビューワ以外のファイルを書き込む」チェックボックス
画像データ以外のデータを一緒に書き込む場合はチェックします。

画像データ以外の一緒に書き込みたいデータはインストール時にデスクトップに作成される
「追加フォルダ」の中に置いてください。

「書き込み後にラベルをプリントする」チェックボックス
CD/DVD書き込み後にラベルをプリントする場合はチェックします。

「ラベルレイアウト」ドロップダウンリストボックス
プリントするラベルのレイアウトを選択します。

「ビューワを自動起動する」チェックボックス
CD/DVDをセットしたときにビューワを自動起動させる場合はチェックします。

「患者ごとにメディアを作成する」チェックボックス
患者ごとにメディアを作成する場合はチェックします。

「患者情報を匿名化する」チェックボックス
患者情報を匿名化する場合はチェックします。

匿名化される項目は「患者名」「患者 ID」「生年月日」です。

「パスワードで保護する」チェックボックス
画像その他の個人データをパスワードで保護して書き込む場合はチェックします。

この機能によって作成されたCD/DVDを見るときは、パスワードを入力してデータを復号

します。

「パスワードのタイプ」ドロップダウンリストボックス
パスワードで保護する場合の、パスワードのタイプを選択します。「自動発生」を選

択した場合は、自動でパスワードが作成されます。「患者 ID」を選択した場合は、患

者 IDがパスワードとなります。「手入力」を選択した場合は、手動でパスワードを設

定できますので、リストボックスの右の入力ボックスにパスワードを入力してくださ

い。

「『パスワードのご案内』をプリントする」チェックボックス
パスワードで保護する設定にしているとき、CD/DVD作成と同時に、『パスワードの

ご案内』をプリントする場合は、チェックします。

「書き込み対象」ラジオボタン
CD/DVDに書き込む画像の対象を選択します。全ての画像を書き込む場合は、「全画像」

ラジオボタン、キー画像のみを書き込む場合は「キー画像」ラジオボタンを選択します。

「ラベルレイアウト」に関して
は、200ページの「16.2.3 ラベル印
刷の設定をする」を参照してく
ださい。

メディアごとに、一緒に書き込
むデータが違う場合は、その
つど、Documentsフォルダの
中のデータを入れ替えてくださ
い。
ま た、 書 き 込 む デ ー タ は
100MB以内を目安にしてくだ
さい。

患者IDと生年月日が同じ場合、
同じ患者と認識されます。

「ラベルレイアウト」ドロップダ
ウンリストボックスは、「Media 
Creation Program」 画 面 で
書き込みに使用するドライブを
「Rimage」に選んだ場合のみ
設定が有効になります。
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「書き込み順」ドロップダウンリストボックス
CD/DVDに画像を書き込むときの、画像の書き込み順を選択します。書き込み順の対象

となる項目は、患者 IDの昇順、降順か、検査時刻の古い順、新しい順か、モダリティコー

ドの昇順、降順の6種類です。

リストボックスの左から順に優先されます。

7 設定が終了したら「閉じる」ボタンをクリックします。
「Media Creation Program メディア作成の設定」画面が閉じます。
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16.2.2 自動書き込みの設定をする

検索（Q/R）した画像データや、Storage SCPで受信した画像データをCD/DVDに自動的に書

き込む場合の設定をしておくことができます。

1 ツールバーの「CD作成」ボタンをクリックします。
「Media Creation Program」画面が開きます。

2 「設定」ボタンをクリックします。
「Media Creation Program メディア作成の設定」画面が開きます。

3 「一般設定」タブを選択します。

「自動書き込み設定」エリア

4 「自動書き込み設定」エリアで、自動書き込みの設定をします。
「QRでの自動書き込みを有効にする」チェックボックス
チェックすると、検索（Q/R）したときの自動書き込みが有効になり、「DICOMサーバー

からの検索・読み込み」画面で、「作成開始」ボタンを押すと自動的にCD/DVDに書き込

まれます。

「Storage SCPでの自動書き込みを有効にする」チェックボックス
チェックすると、Storage SCPで画像データを受信したときの自動書き込みが有効にな

ります。

「Storage SCPでの自動書き込みまでの待ち時間」入力ボックス
Storage SCPで画像データを受信して、自動書き込みが開始されるまでの待ち時間

を秒単位で設定します。入力ボックスに直接数値を入力するか、スピンボタン（ ）

を操作して値を変更します。

最後に画像データを受信したときから、ここで設定した時間までの間に同一患者の
次の画像を受信しないと、自動的に書き込みが開始されます。

5 設定が終了したら「閉じる」ボタンをクリックします。
「Media Creation Program メディア作成の設定」画面が閉じます。

設定できる待ち時間の最大値
は600秒です。
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16.2.3 ラベル印刷の設定をする

作成したCD/DVDにプリントするラベルを設定しておくことができます。

1 ツールバーの「CD作成」ボタンをクリックします。
「Media Creation Program」画面が開きます。

2 「設定」ボタンをクリックします。
「Media Creation Program メディア作成の設定」ダイアログボックスが開きます。

3 「一般設定」タブを選択します。

「ラベル設定」エリア

4 「ラベル名」リストの下にある「新規」ボタンをクリックします。
「設定の追加」ダイアログボックスが開きます。

5 入力ボックスに、ラベル名を入力し、「追加」ボタンをクリックします。
「設定の追加」ダイアログボックスが閉じ、「ラベル名」リストに追加されます。

6 「ラベル名」リストで追加したラベル名が選択されているのを確認し、「参照」ボタンをクリッ
クします。
「フォルダの参照」ダイアログボックスが開きます。

7 「フォルダの参照」ダイアログボックスから、プリントするラベルファイルを選択し、「OK」ボ
タンをクリックします。
「フォルダの参照」ダイアログボックスが閉じ、選択したラベルファイルのパスが表示されます。

8 設定が完了したら、「閉じる」ボタンをクリックします。
「Media Creation Program メディア作成の設定」ダイアログボックスが閉じます。
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16.2.4 Rimageの設定をする

Rimageオプションをご利用の場合に、接続されているRimageのホスト名、ポート番号、共有フォ

ルダ（画像、ビューワ以外のデータを書き込むときに使用するフォルダ）、プロダクションサーバー
名（AOCからRimageを制御するために必要なソフトウェア）を設定します。

1 ツールバーの「CD作成」ボタンをクリックします。
「Media Creation Program」画面が開きます。

2 「設定」ボタンをクリックします。
「Media Creation Programメディア作成の設定」ダイアログボックスが開きます。

3 「Rimage設定」タブを選択します。

4 接続しているRimageの設定をします。
「Rimageのホスト名」入力ボックス
Rimageのホスト名を入力します。

「Rimageのポート番号」入力ボックス
Rimageのポート番号を入力ボックスに直接数値を入力するか、スピンボタン（ ）を操

作して値を変更します。

「Rimageの共有フォルダ」入力ボックス
「参照」ボタンをクリックし、「フォルダの参照」ダイアログボックスから、Rimageの共有フォ

ルダを選択します。

「プロダクションサーバー名」入力ボックス
プロダクションサーバー名を入力します。

5 設定が完了したら、「閉じる」ボタンをクリックします。
「Media Creation Programメディア作成の設定」画面が閉じます。
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16.2.5 エプソン Disc producerの設定をする

エプソンディスク作成オプションをご利用の場合に、接続されているエプソン Disc producerの

共有フォルダ（画像、ビューワ以外のデータを書き込むときに使用するフォルダ）、ラベルデータパ

ス（ラベル印刷用のデータが保存されている場所）、リモートラベルパス（ラベルデータパスがネッ

トワーク上にある場合のパス情報）などを設定します。

1 ツールバーの「CD作成」ボタンをクリックします。
「Media Creation Program」画面が開きます。

2 「設定」ボタンをクリックします。
「Media Creation Programメディア作成の設定」ダイアログボックスが開きます。

3 「PP-100設定」タブを選択します。

4 接続しているエプソン Disc producerの設定をします。
「PP100の共有フォルダ」入力ボックス
「参照」ボタンをクリックし、「フォルダの参照」ダイアログボックスから、エプソン Disc 

producerの共有フォルダを選択します。

「ラベルデータパス」入力ボックス
 「参照」ボタンをクリックし、「フォルダの参照」ダイアログボックスから、ラベル印刷用デー

タが保存されているフォルダを選択します。

ネットワーク経由でCD/DVDを作成するときはPP-100が接続されているコンピュータ上

のパスを入力してください。なお、このフォルダはネットワーク共有フォルダである必要が

あります。

たとえば、PP-100が接続されているコンピュータのラベルデータが「C:\Documents 

and Settings\All Users\My Documents\My Pictures」に保存されている場合、「ラ

ベルデータパス」にはこれと同じ文字列を入力します。

ネットワーク経由でCD/DVD
を作成するときは
あらかじめ、PP-100が接続さ
れているコンピュータには、TD 
Bridge、 お よ びTotal Disc 
ｍakerがインストールされ、書
き込み可能なネットワーク共有
フォルダが作成されている必要
があります。
詳しくは、システム管理者にお
問い合わせください。
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「リモートラベルパス」入力ボックス
ネットワーク経由でCD/DVDを作成する場合にのみ使用します。

チェックボックスをチェックして「参照」ボタンをクリックし、「フォルダの参照」ダイアロ

グボックスからラベル印刷用データが保存されているネットワーク上のフォルダを選択しま

す。

選択するフォルダは、PP-100が接続されたコンピュータ内にネットワーク共有フォルダと

して作成されている必要があります。

「外部排出モード時のエラー抑制」チェックボックス
エプソン Disc producerを外部排出モードで使用するときにチェックします。

 外部排出モードとは、エプソン Disc producerのスタッカ1とスタッカ2を使って2種類の

ディスクを使い分けるモードです。外部排出モードでは、スタッカ3を取り外した状態でエ

プソン Disc producerを使用します。通常は、スタッカ3が取り外されるとエラーメッセー

ジが表示されますが、このチェックボックスをチェックすることによりエラーメッセージが
表示されないようにします。

5 設定が完了したら、「閉じる」ボタンをクリックします。
「Media Creation Programメディア作成の設定」画面が閉じます。

外部排出モードについて詳しく
は、エプソン Disc producer
のユーザーズガイドを参照して
ください。
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16.2.6 その他の設定をする

パスの設定や、『パスワードのご案内』をプリントするプリンタなどの設定をします。

1 ツールバーの「CD作成」ボタンをクリックします。
「Media Creation Program」画面が開きます。

2 「設定」ボタンをクリックします。
「Media Creation Program メディア作成の設定」ダイアログボックスが開きます。

3 「一般設定」タブを選択します。

「プリンタ設定」グループ

「パス設定」グループ

4 「プリンタ設定」グループで、『パスワードのご案内』および、ラベルをプリントするプリンタ
の設定をします。

 「『パスワードのご案内』をプリントするプリンタの設定」の「設定」ボタンをクリックします。
「プリンタの設定」ダイアログボックスが開きます。

5 「プリンタ名」リストボックスでプリントに使用したいプリンタを選択します。

6 「OK」ボタンをクリックします。
「プリンタの設定」ダイアログボックスが閉じます。

7 「ラベルをプリントするプリンタの設定」の「設定」ボタンをクリックします。

CD/DVDラベルのプリンタ設定」ダイアログボックスが開きます。

8 「プリンタ設定」ボタン、「マージン設定」ボタンをクリックして、ラベル印刷に使用したいプ
リンタ、ラベル印刷のマージンを指定します。

『パスワードのご案内』および、ラベルをプリントするプリンタの設定がすべて終わったら次の
手順に進みます。
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7 「パス設定」グループで、以下の設定をします。

AOCのインストールフォルダ
「参照」ボタンをクリックし、「フォルダの参照」ダイアログボックスから、AOCのインストー

ルフォルダを選択します。

インポートフォルダ

「参照」ボタンをクリックし、「フォルダの参照」ダイアログボックスから、インポートフォ

ルダを選択します。

ログフォルダ

「参照」ボタンをクリックし、「フォルダの参照」ダイアログボックスから、ログフォルダ

を選択します。

作業フォルダ
「参照」ボタンをクリックし、「フォルダの参照」ダイアログボックスから、作業フォルダ

を選択します。

8 進行状況を表示したい項目を、「患者 IDと検査日」または「患者名」のいずれかのラジオボタ
ンをクリックして選択します。

9 設定が完了したら、「閉じる」ボタンをクリックします。
「Media Creation Program メディア作成の設定」画面が閉じます。
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16.3 CD/DVDに書き込まれた画像を見る

ビューワがインストールされていないコンピュータで、CD/DVD内のビューワを使用して画像を見

ることができます。

16.3.1 画像を開く

1 CD/DVD作成機能を使って作成したCD/DVDを、コンピュータのドライブにセットします。
暗号化されたCD/DVDをセットした場合は、パスワードを入力するダイアログボックスが開き

ますので、手順2に進んでください。

暗号化されていないCD/DVDをセットした場合は、自動的に「AOC 診断画像ディスク」ウィ

ンドウが開きますので、手順3に進んでください。

2 「パスワード」入力ボックスにパスワードを入力して「OK」ボタンをクリックします。この操作
をやめるときは「キャンセル」ボタンをクリックします。
データが復号され、「AOC 診断画像ディスク」ウィンドウが開きます。

3 「専用ビューワで見る」ボタンをクリックします。
「AOC_mini」ウィンドウが開きます。

4 リストから表示したい画像セットを選択します。
画像セットの詳細が下に表示されます。

パスワードを入力して復号した
データは、ビューワから保存で
きますが、保存されたデータは
パスワードで保護されません。
取り扱いは慎重に行ってくださ
い。

ビューワが自動的に起動しない
場合は、「マイコンピュータ」か
らCD-ROMドライブのアイコ
ンを開き、VIEWERフォルダ内
にある、「AFC.exe」というファ
イルをダブルクリックしてくだ
さい。
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5 「表示」もしくは「簡易表示」ボタンをクリックします。
「表示」ボタン
通常版のビューワが開きます。

AOCで開くビューワと同じ機能が使えます。

「簡易表示」ボタン
簡易版のビューワが開きます。

画像を見るのに必要な機能のみが使えます。

ビューワが起動し、画像が表示されます。

16.3.2 終了する

ビューワを閉じる
ビューワ右上の閉じるボタン（ ）をクリックします。

「AOC_mini」ウィンドウを閉じる
「AOC_mini」ウィンドウ右上の閉じるボタン（ ）をクリックするか、「ファイル」メニューから「ア

プリケーションの終了」を選択します。

CD/DVDを取り出す場合は、
ビューワとAOC_miniを閉じ
てから行ってください。



208

第16章 ビューワつきCD/DVDの作成

16



第17章

AOC Server（オプション）

17



210

第17章 AOC Server

17

AOC Serverは、同一ネットワーク上で動作する他のAOCのサーバーになるものです。クライア

ントになるAOCは、同一ネットワーク上で動作するAOC Serverに要求し、AOC Serverに保管

されている画像を取得することができます。

17.1 AOC Serverが動作するコンピュータの設定

クライアントになるAOCは、AOC Serverが動作するコンピュータの名前を手がかりに、AOC 

Serverに画像の取得を要求します。AOC Serverが動作するコンピュータでは、AOC Serverが

クライアントになるAOCの要求を受けるために、データベースフォルダ（「DB」という名前のフォ

ルダ）を共有します。

AOC ServerからAOCへの
データ転送には、Windowsの
ファイル共有機能を使用しま
す。このため、設定によっては
データやデータベースのセキュ
リティに注意が必要です。ネッ
トワーク管理者にお問い合わ
せのうえ、ファイル共有による
データ転送が、セキュリティ上
問題ないことを確認してから使
用してください。

17.1.1 ユーザーの登録

クライアントのAOCがAOC Serverから画像を取得するためには、クライアントのコンピュータ

でAOCを動作させるときのログオン・ユーザーを、AOC Serverが動作するコンピュータに登録

しておく必要があります。

1 Administrator権限のあるユーザーで、AOC Serverを動作させるコンピュータにログオンし
ます。

2 「スタート」メニューから「コントロールパネル」を選択します。
「コントロールパネル」ウィンドウが開きます。

3 「パフォーマンスとメンテナンス」をクリックします。
「パフォーマンスとメンテナンス」ウィンドウが開きます。
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4 「管理ツール」をクリックします。
「管理ツール」ウィンドウが開きます。

5 「コンピュータの管理」アイコンをダブルクリックします。
「コンピュータの管理」ウィンドウが開きます。

6 左側の「ツリー」タブで「ローカルユーザーとグループ」フォルダの展開 /折り畳みボタン（ ）
をクリックして開き、「ユーザー」フォルダをクリックして選択します。

7 「操作」メニューから「新しいユーザー」を選択します。

8 クライアントのAOCを動作させるコンピュータのログオン・ユーザーに合わせて、ユーザー名、
パスワードなどを設定します。

9 設定が完了したら、「作成」ボタンをクリックします。
「新しいユーザー」ダイアログボックスが閉じ、「コンピュータの管理」ウィンドウの右側のリス

トに新しいユーザーが登録されます。

10 続いて他のユーザーを登録する場合は、手順6から手順8の操作を繰り返します。

11 すべてのユーザーの登録が完了したら、「コンピュータの管理」ウィンドウの右上の閉じるボタ
ン（ ）をクリックして閉じ、「管理ツール」フォルダ、「コントロールパネル」フォルダを閉じます。

「Guest」アカウントは、とくに
必要がない場合は、無効にして
おくことをお勧めします。詳し
くはネットワーク管理者にお問
い合わせください。
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17.1.2 データベースフォルダの共有の設定

1 Administrator権限のあるユーザーで、AOC Serverを動作させるコンピュータにログオンし
ます。

2 「スタート」メニューから「マイコンピュータ」を選択して「マイコンピュータ」ウィンドウを開
きます。

3 「ツール」メニューから「フォルダオプション」を選択し、「フォルダオプション」ダイアログボッ
クスを開きます。

4 「フォルダオプション」ダイアログボックスで「表示」タブを選択します。

5 「簡易ファイルの共有を使用する（推奨）」チェックボックスをオフにします。

6 「OK」ボタンをクリックして「フォルダオプション」ダイアログボックスを閉じます。

7 デスクトップにあるAOCのショートカットアイコンを右クリックして表示されるメニューから 
「プロパティ」を選択します。
「AOCのプロパティ」ダイアログボックスが開きます。

8 「AOCのプロパティ」ダイアログボックスの「ショートカット」タブを選択し、「リンク先を探す」
ボタンをクリックします。

AOCのインストール先フォルダが開きます。
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9 インストール先フォルダ内にある「DB」という名前のフォルダを右クリックして表示されるメ
ニューから「プロパティ」を選択します。
「DBのプロパティ」ダイアログボックスが開きます。

10 「共有」タブを選択します。

11 「このフォルダを共有する」ラジオボタンを選択します。

12 「共有名」入力ボックスに「AOC_SVR_DB」と入力します。

13 必要に応じて、アクセス権の設定をします。

14 「OK」ボタンをクリックして「DBのプロパティ」ダイアログボックスを閉じます。
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17.2 クライアントのAOCの設定

クライアントのAOCで、AOC Serverが動作するコンピュータ名、取得する画像の条件を設定し

ます。

1 クライアントのAOCを起動します。

2 「ツール」メニューから「AOCサーバーの設定」を選択します。
「AOCサーバーの設定」ダイアログボックスが開きます。

3 「登録名」リストボックスの下にある「新規」ボタンをクリックします。
「設定名称の入力」ダイアログボックスが開きます。

4 「設定名称の入力」ダイアログボックスの入力ボックスに、AOC Serverの登録名を入力し、
「OK」ボタンをクリックします。
「設定名称の入力」ダイアログボックスが閉じ、「登録名」リストに追加されます。

登録名は、画像の取得のためには使用されないので、わかりやすい名前を自由に登録してくだ

さい。

5 「登録名」リストで追加したAOC Serverが選択されていることを確認し、「サーバー設定」グ
ループの「コンピュータ名」入力ボックスに、AOC Serverが動作するコンピュータの名前を
入力します。

6 「下記の条件に合った画像のみ取得する」チェックボックスをチェックし、取得したい画像の
条件を設定します。
「モダリティ」
条件をモダリティで指定します。リストボックスでチェックしたモダリティの画像のみ取得

されます。

「患者 ID」
条件を患者 IDで指定します。入力ボックスに入力した患者 IDの画像のみ取得されます。

「検査日」
条件を検査日で指定します。真中のコンボボックスを設定して範囲を指定します。

「のみ」
検査日が、左側のコンボボックスで指定した日付けの画像のみ取得されます。

このチェックボックスのチェッ
クを外すと、AOC Serverの
ローカルデータベース内にある
すべての画像を取得します。

複数の条件を指定した場合、
すべての条件に合う画像のみが
取得されます。
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「以降」
検査日が、左側のコンボボックスで指定した日付け以降の画像のみ取得されます。

「まで」
検査日が、左側のコンボボックスで指定した日付けまでの画像のみ取得されます。

「から」
検査日が、左側のコンボボックスで指定した日付けから右側のコンボボックスで指定

した日付けまでの画像のみ取得されます。

「受付番号」
条件を受付番号で指定します。入力ボックスに入力した患者IDの画像のみ取得されます。

「検査部位」
条件を検査部位で指定します。コンボボックスで選択された検査部位の画像のみ取得さ

れます。

7 「取得時刻」グループの設定をします。
「取得時刻」グループでは、指定された条件に合う画像の、（AOC Serverでの）「最終取得時

刻」によって、画像を取得する/しない、あるいは画像の登録のみ取得する設定をします。

「前回取得時刻以降」ラジオボタン
AOC Serverに登録されている画像の「最終取得時刻」が、クライアントのAOCが前回

そのAOC Serverに画像取得の要求を出した時刻以降のもののみを取得します。新規に
登録されたAOC Serverに初めて画像取得の要求を出すときは、「最終取得時刻」は条

件に含まれません。

「すべて」ラジオボタン
指定した条件に合うすべての画像セットを取得します。設定後、1度AOC Serverに画像

取得の要求を出すと、「前回取得時刻以降」ラジオボタンが自動的に選択されます。

「相対指定」ラジオボタン
画像取得の操作時点からの相対的な時間で、取得する画像の範囲をコンボボックスで指

定します。

例）

「今日」以降
指定した条件に合う画像の中で、AOC Serverでの「最終取得時刻」が、操作当日

の午前0時以降の画像セットのみが取得されます。

「3日前」以降
指定した条件に合う画像の中で、AOC Serverでの「最終取得時刻」が、操作当日

の3日前以降の画像セットのみが取得されます。たとえば、操作当日が木曜日なら、

その週の月曜日の午前0時以降の画像セットが対象となります。

「1週間前」以降
指定した条件に合う画像の中で、AOC Serverでの「最終取得時刻』が、操作当日

の1週間前以降の画像のみが取得されます。たとえば、操作当日が木曜日なら、その
前の週の木曜日の午前0時以降の画像セットが対象となります。



216

第17章 AOC Server

17

「絶対取得」ラジオボタン
取得する画像セットの範囲を、年月日と時刻で指定した日時以降に設定します。コンボボッ

クスをクリックするとカレンダーが表示されるので、指定したい年月日を選択します。時刻

は、隣の入力ボックスに直接数値を入力するか、スピンボタン（ ）を操作して値を変更し、

秒まで指定します。

「以下の画像はエントリのみ取得する」チェックボックス
取得する画像セットの中で、画像データは取得せず、画像セットの登録のみ取得するもの

を、「最終取得時刻」の範囲で指定する場合は、チェックボックスをチェックし、以下の
設定で範囲を指定します。

「すべて」ラジオボタン
AOC Serverから取得するすべての画像セットを、画像データなしで登録のみ取得し

ます。

「相対指定」ラジオボタン
画像セット取得の操作時点からの相対的な時間で、登録のみ取得する画像セットの
範囲をコンボボックスで指定します。

例）

「昨日」以前
取得する画像の中で、AOC Serverでの「最終取得時刻」が、操作当日の前日

の午後11時59分59秒以前の画像は、登録のみが取得されます。

「3日前」以前
取得する画像の中で、AOC Serverでの「最終取得時刻」が、操作当日の3日前

の午後11時59分59秒以前の画像は、登録のみが取得されます。たとえば、操作

当日が木曜日なら、その週の月曜日の午後11時59分59秒以前の画像セットにな

ります。

「1週間前」以前
取得する画像の中で、AOC Serverでの「最終取得時刻」が、操作当日の1週間

前の午後11時59分59秒以前の画像セットは、登録のみが取得されます。たとえ

ば、操作当日が木曜日なら、その前の週の木曜日の午後11時59分59秒以前の画

像になります。

8 「新しい画像を定期的に取得する」チェックボックスをオンにし、AOC Serverに要求を出す
間隔を分で指定します。
時刻は、入力ボックスに直接数値を入力するか、スピンボタン（ ）を操作して値を変更し、

時間で指定します。

9 続けて他のAOC Serverを登録する場合は、手順3から手順8までの操作を繰り返します。

10 設定が完了したら、「OK」ボタンをクリックし、「AOCサーバーの設定」ダイアログボックス
を閉じます。
指定した条件、指定した時間の間隔で、AOC Serverに要求が出され、条件に合った画像セッ

トがあると、クライアントのAOCのリストエリアに登録されます。

「新しい画像を定期的に取得す
る」チェックボックスをオフに
した場合、AOC Serverへの
要求は自動的におこなわれませ
んので、手動で要求します（217ペー
ジの「17.3 画像を手動で取得す
る（クライアント）」参照）。

AOC Serverに登録だけされ
ている画像セット（リストエリ
アで、その画像を含む画像セッ
トは斜体字で表示されます）を
取得した場合や、「以下の画像
はエントリのみ取得する」グルー
プの設定で画像の登録のみ取
得した場合、画像を開くなどの
操作をすると、画像データが自
動取得されます。ただし、自動
取得するためには、クライアン
トのAOCが登録のみの画像を
取得した後に、AOC Server
のローカルデータベース内に画
像データが読み込まれている必
要があります（217ページの「17.4 
画像データが自動取得で要求
された場合」参照）。
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17.3 画像を手動で取得する（クライアント）

クライアントのAOCは、画像の定期的取得の設定にかかわらず、AOC Serverへ手動で要求し、

画像を取得できます。

手動で画像を取得するには、以下のいずれかの操作をします。

・「ファイル」メニューから「AOCサーバーから読み込み」を選択する。

・リストウィンドウのツールバーの「AOCサーバーから読み込み」ボタンをクリックする。

複数のAOC Serverが登録し
てある場合、1回の操作で、
登録してあるすべてのAOC 
Serverに要求します。

17.4 画像データが自動取得で要求された場合

クライアントのAOCで、AOC Serverから登録のみ取得した画像や、取得後に画像データのみ
削除した画像について、開く、プリントするなど、画像データが必要な操作をすると、クライア

ントのAOCは取得元のAOC Serverから必要な画像データを自動的に取得します。このとき、

取得元のAOC Serverに画像の登録だけが残されていて、画像データが削除されていた場合、

AOC Serverでは、画像データの要求があった時刻と、要求したクライアントのAOCが動作する

コンピュータが登録されます。登録画面を操作し、要求された画像データがAOC Serverのロー

カルデータベース内に読み込まれると、クライアントのAOCは、次に自動取得の操作をしたとき

に、画像データを取得することができます。

登録だけの画像セットの画像データが自動取得で要求されると、AOC Serverのリストウィンドウ

のメニューバーの「要求画像の確認」が「画像の要求がありました」に変わります。

1 メニューの「画像の要求がありました」をクリックします。
「要求画像の確認」ダイアログボックスが開きます。

2 リストエリアで、画像データが取得できなかったクライアントのAOCが動作するコンピュータ
を選択します。

3 「取得」ボタンをクリックします。
要求された画像データを自動取得します。

自動取得に関しては、「4.2.6 消したデータを自動的に読み込む（自動取得）」を参照してくだ

さい。

ネットワーク環境によっては、
「コンピュータ名」の列に IPア
ドレスが表示されます。
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DICOM  （DIgital Imaging and Communications in Medicine）
ダイコムと呼びます。CT、MRなどの医用画像診断装置、医用画像システム、医用画像プリンター

などの間でデジタル画像データを送信、保存、蓄積する方法を定めた国際標準規格です。

DICOMイメージサーバー

DICOMの通信手段を使って医用画像の保存・検索・取り出しなどをするサーバーのことです。

DICOM属性

DICOM規格で定義されて、患者氏名、検査 ID、撮影日、画像の大きさなど、画像に付帯する情

報のことです。必須のものと、そうでないものがあります。

IHE  （Integrating the Healthcare Enterprise）
アイエイチイーと読みます。医療情報システム全体の統合と連携の促進を目的とし、RSNA（北米

放射線学会）とHIMSS（病院情報管理システム学会）によって設立された会議体です。

IHEは、医用情報の国際規格であるDICOMとHL7を使い、医療機関が行うさまざまな業務を

PDIや IRWFなどの「統合プロファイル」として整理、標準化しています。

IRWF  （Import Reconciliation WorkFlow）
アイアールダブリューエフと読みます。IHEが定める統合プロファイルの一つで、他施設などから
持ち込まれたCD-Rなどのポータブルメディアのデータを、自施設で使用するためにインポートし、

患者情報などを編集して保存する方法について定めています。

IPアドレス

TCP/IPを使用するとき、個々のコンピュータ・周辺機器・通信機器などに割り当てる番号のこと。

0.255までの数4つを「.」で区切ったものです。

MPPS  （Modality Performed Procedure Step）
エムピーピーエスと読みます。モダリティによる検査の開始、終了などの情報を医療情報システム

に送信することを目的としたDICOM規格の機能のことです。

O.D.

Optical Density(光学濃度 )といい、フィルムや紙などにプリントされた画像の小部分の濃さを数

値化したものです。

完全に透明なフィルムはO.D.0、透過率1%のフィルムはO.D.が2になるといったように、透過率（反

射率）の逆数の10を底にした対数になっています。

OS  （Operating System）
オーエスと読みます。コンピュータを利用するための基本的な機能を提供するソフトウェアのこと

です。通常、コンピュータのソフトウェアは階層的になっています。OSは階層の基礎で動作して、

メモリやディスクなどの資源や、さまざまな入出力機器、同時に動くさまざまなプログラムの動作

などを管理する役割を果たします。

AOCは、マイクロソフト社製OSであるWindows上で動作します。

PDI  （Portable Data for Imaging）
ピーディーアイと読みます。IHEが定める統合プロファイルの一つで、DICOMデータをさまざま

な医療機関で利用するためにCD-Rなどのポータブルメディアに保存する方法について定めていま

す。
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Print SCP  （Print Service Class Provider）
プリント・エススィーピーと読みます。DICOM規格で画像を受け取ってプリントする機能を果た

すもののことです。

DICOMイメージャ、DICOMプリントサーバーなどがこれにあたります。

Print SCPにプリントする画像データを送信してプリント機能を利用するものをPrint 

SCU(Service Class User)と呼びます。

Print SCU  （Print Servise Class User）
プリント・エススィーユーと読みます。DICOM規格でプリントする画像データを送信してプリント

する機能を利用するもののことです。Print SCUから画像を受け取ってプリントする機能を果たす

ものをPrint SCP（Service Class Provider）と呼び、通常はイメージャが使われます。

SCP  （Service Class Provider）
エススィーピーと読みます。DICOM規格で定められた、保存、検索、プリントなど、さまざまな
機能を提供するもののことです。

反対に、その機能を利用するものはSCU(Service Class User)と呼びます。

SCU  （Service Class User）
エススィーユーと読みます。DICOM規格で定められた、保存、検索、プリントなど、さまざまな
機能を利用する機器やソフトウェアのことです。反対に、その機能を提供するものはSCP（Service 

Class Provider）と呼び、通常はイメージサーバーが使われます。

Storage Commitment

ストレージコミットメントと読みます。DICOMイメージサーバーに送信された情報が、確実に保

存されたかどうか確認を要求するDICOM規格の機能のことです。

Storage SCU  （Storage Service Class User）
ストレージ・エススィーユーと読みます。DICOM規格で、保存する画像を送信して保存機能を利

用するもののことです。画像を受け取って保存する機能を果たすものはStorage SCP（Service 

Class Provider）と呼び、通常はイメージサーバーが使われます。

TCP/IP

データ通信方式のひとつで、インターネットで使われている他、現在では、LAN、コンピュータ、

周辺機器などとの間の通信に広く用いられています。

イメージャ

医用画像をフィルムにプリントする画像プリンタのことです。

クライアント

通常、コンピュータシステムは、さまざまな機能を提供する装置やプログラムと、それを利用する
装置やプログラムを組み合わせて作られます。

このうち、機能を提供する装置やプログラムのことをサーバー、機能を利用する装置やプログラム

のことをクライアントといいます（DICOM規格ではそれぞれSCP、SCUといいます）。

グレイアウト

画面の操作 /入力部分がグレイで表示され、操作や入力ができない状態になっていることです。
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コンボボックス

画面に表示され、マウスで操作するGUI（グラフィカル・ユーザー・インターフェイス）要素の一

種です。右端に（ ）があり、クリックするとドロップダウンリストが表示され、リストの内容を選

択して入力します。

シリーズ

DICOM規格では、診断画像は患者→検査→シリーズ→画像という順で階層的に管理されます。

通常、一回の撮影で生成されるいくつかの画像をまとめたものをシリーズといいます。シリーズを
特定するために固有の IDが与えられますが、それをSeries Instance UIDといいます。

ドライバ

コンピュータの周辺機器を利用するために、コンピュータ側に必要なソフトウェアです。

周辺機器に指示を出したり、周辺機器の情報を受け取るなど、周辺機器とコンピュータとのデー

タ転送を受け持ちます。

具体的な構造は、コンピュータやオペレーティングシステムによって異なります。
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画像送信のエラー
詳細表示内容 説明

1001 Failed in C-Store association C-Storeのアソシエーションに失敗しました

1002 Association was rejected(Result %2x 
Source %2x Reason %2x)

"アソシエーションが拒否されました 
エラーステータス (Result %2x Source %2x 
Reason %2x)"

1003 Association was rejected(calling-AE-
title-not-recognized)

クライアントのAE Title の設定が違います

1004 Association was rejected(called-AE-
title-not-recognized)

サーバーのAE Title の設定が違います

1005 C-Store reponse status error%s(%04x) 
errComment(%s)

"画像が送信できませんでした 
エラーコード(%04x),エラーコメント (%s)"

1010 Failed to open DCM file DICOMファイルの読み込みに失敗しました

1011 Invalid DCM file 送信するDICOMファイルが適切ではありま
せん

1012 Failed in DUL_InitializeNetwork ネットワークの初期化ができません

1013 Failed in SRV_RequestServiceClass サービスクラスの要求に失敗しました

1014 Failed to C-Store send image data 画像が送信できませんでした

1015 Failed in gethostname ホスト名が認識できません

1029 Canceled by user ユーザー操作によって送信がキャンセルされま
した

1035 N-Event-Report timeout error N-Event-Report がタイムアウトしました

1036 Check doing before start Check doing before start

Storage Commitmentのエラー

3002 Failed in DUL_InitializeNetwork ネットワークの初期化ができません

3006 Failed N-Action association N-Action のアソシエーションに失敗しました

3009 Failed in gethostname ホスト名が認識できません

3010 Failed in SRV_RequestServiceClass サービスクラスの要求に失敗しました

3011 Rejected N-Action Association N-Action のアソシエーションに失敗しました

3015 Failed to build N-Action object N-Action のデータ作成に失敗しました

3016 NAction error response (%s) N-Action エラー (%s)

3017 Failed to request N-Action N-Action リクエスト失敗

3020 Received N-Event-Report with failure N-Event-Report 失敗を受信しました

MPPSのエラー

2013 Failed N-Create request(peer 
requested association release)

N-Create の要求に失敗しました (アソシエー
ションがリリースされた )

2014 Failed N-Create request(peer aborted 
association)

N-Create の要求に失敗しました (アソシエー
ションが中断された )

2015 Failed N-Create request(A-P-ABORT 
detected)

N-Create の要求に失敗しました (A-P-
ABORTを受信した )

2016 Failed N-Create request N-Create の要求に失敗しました

2017 N-CREATE-RSP contains an error 
status(%04x)

N-Create エラー (%0x4)

2021 Failed N-Set request(peer requested 
association release)

N-Set の要求に失敗しました (アソシエーショ
ンがリリースされた )

AOCが正しく動作していないときに表示されるエラーコードとメッセージは、以下の表のとおり

です。

表にないエラーコードとメッセージが表示される場合は、お買い上げの販売店またはアレイ株式会

社にお問い合わせください。
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2022 Failed N-Set request(peer aborted 
association)

N-Set の要求に失敗しました (アソシエーショ
ンが中断された )

2023 Failed N-Set request(A-P-ABORT 
detected)

N-Set の要求に失敗しました(A-P-ABORTを
受信した )

2024 Failed N-Set request N-Setのリクエストに失敗しました

2025 N-SET-RSP contains an error 
status(%04x)

N-SET-RSP エラー (%0x4)

2031 Failed in DUL_InitializeNetwork ネットワークの初期化ができません

2032 Failed in gethostname ホスト名が認識できません

2033 Failed N-Create association N-Createのアソシエーションに失敗しました

2034 Failed N-Set association N-Setのアソシエーションに失敗しました

2035 Failed to release association アソシエーションのリリースに失敗しました
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